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電
気
代
高
騰
と
健
康
、原
発

　
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
の
事
故
か
ら

年
目
の
春
で

す
。
幸
い
、
福
島
で
の
被
曝
（
ひ

ば
く
）
量
は
非
常
に
少
な
く
（
と

く
に
内
部
被
曝
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
レ
ベ

ル
）
、
放
射
線
に
よ
る
が
ん
の
増

加
は
な
い
と
み
ら
れ
ま
す
。

　
小
児
甲
状
腺
が
ん
が
増
え
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
子
供
を
対
象
と

し
た
一
種
の「
甲
状
腺
が
ん
検
診
」

に
よ
る
も
の
と
い
え
ま
す
。
こ
の

「
過
剰
診
断
」
の
問
題
は
別
に
考

え
て
み
ま
す
。

　
事
故
当
日
、
福
島
は
２
月
並
み

の
寒
さ
で
し
た
。
避
難
時
の
寒
さ

対
策
は
重
要
で
す
が
、
普
段
の
生

活
で
も
「
暖
か
く
暮
ら
す
」
こ
と

は
と
て
も
大
切
で
す
。
１
月
に
も

書
き
ま
し
た
が
、
日
本
人
の
死
亡

は
冬
に
多
く
、
「
低
い
室
温
」
が

死
因
の
１
割
を
占
め
ま
す
。

　
し
か
し
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
情
は
難
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
円

安
、
国
際
的
な
天
然
ガ
ス
需
要
の

増
加
な
ど
で
、
燃
料
価
格
や
電
気

料
金
の
高
騰
が
続
い
て
い
ま
す
。

暖
房
の
使
用
を
控
え
る
世
帯
も
少

な
く
な
い
は
ず
で
す
が
、
健
康
リ

ス
ク
が
増
し
ま
す
か
ら
要
注
意
。

　
勤
務
先
の
東
大
病
院
で
も
、
光

熱
水
料
が
高
騰
し
、
悲
鳴
が
上
が

っ
て
い
ま
す
。

の
国
立
大
学
病

院
の
光
熱
水
料
は
２
０
２
１
年
度

の
２
４
５
億
円
に
対
し
、

年
度

は
３
６
７
億
円
と
１
・
５
倍
に
跳

ね
上
が
り
ま
し
た
。
東
大
病
院
は

５
・
４
億
円
の
支
出
増
で
、
病
院

経
営
に
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ

て
い
ま
す
。
私
の
専
門
の
放
射
線

治
療
は
電
気
を
大
量
に
使
い
ま
す

の
で
、他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

年
１
月
以
降
は
激
変
緩
和
措

置
が
電
気
と
ガ
ス
に
適
用
さ
れ
、

費
用
の
増
加
は
落
ち
着
い
た
よ
う

で
す
が
、
今
年
５
月
に
は
措
置
が

終
了
し
ま
す
の
で
、
再
度
の
高
騰

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
電
気
料
金
は
地
域
間
、
お
よ
び

会
社
間
の
差
が
拡
大
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、

年
４
月
の
従
量

電
灯

㌂
契
約
の
使
用
量
２
６
０

キ
ロ
ワ
ッ
ト
時
の
標
準
モ
デ
ル

は
、関
西
電
力
で
約
６
２
０
０
円
、

東
京
電
力
で
約
７
６
０
０
円
と
大

き
な
開
き
が
あ
り
ま
す
。

　
料
金
差
に
は
原
子
力
発
電
所
の

稼
働
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
関
西
電
力
で
は

３
月
現
在
、
３
つ
の
原
子
力
発
電

所
で
５
基
の
原
子
炉
が
運
転
中
で

す
。
一
方
、
東
京
電
力
で
は
原
発

は
１
基
も
稼
働
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
当
然
の
こ
と
で
す
が
、
福
島
の

事
故
以
降
、
原
発
の
再
稼
働
に
は

厳
し
い
目
が
向
け
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
「
原
子
力
に
関
す
る
世
論
調

査
」
で
も
、
年
は
「
即
時
廃
止
」

が

％
も
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、

年
の
調
査
で
は
５
％
ま
で
減
少

し
て
お
り
、
「
し
ば
ら
く
利
用
す

る
が
徐
々
に
廃
止
」
が
最
多
で

％
で
し
た
。
「
増
や
す
べ
き
」
と

「
震
災
前
を
維
持
」
を
合
わ
せ
る

と
２
割
近
く
に
上
り
ま
す
。

　
温
暖
化
に
よ
る
地
球
環
境
の
激

変
は
、
人
類
の
存
亡
に
も
つ
な
が

る
大
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
原
発

の
安
全
確
保
は
も
ち
ろ
ん
、
核
廃

棄
物
の
処
理
も
検
討
し
な
が
ら
、

再
稼
働
に
向
け
た
議
論
も
進
め
る

べ
き
か
と
考
え
始
め
て
い
ま
す
。
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東
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大
学
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）


